
佐伯城跡三の丸確認調査 
現地説明資料 

 

日 時：令和 7 年 5 月 25 日（日）  

       10：00～11：00  14：00～15：00 

主 催：佐伯市教育委員会社会教育課 

 

●調査の目的 

佐伯市教育委員会では、令和６年度から、史跡佐伯城跡を適切に保存・活用するための

基本的な指針となる「史跡佐伯城跡保存活用計画」の策定に取り組んでいます。 

計画において三の丸の保存と活用の方針を検討するために重要な要素である、佐伯城

三の丸御殿の遺構の有無や状況を把握するため、確認調査を実施しました。 

 

●佐伯城三の丸について 

   佐伯城は、佐伯藩初代藩主である毛利高政が、慶長７年（１６０２）から４年をかけて築いた

とされる近世城郭です。中世以来の山城の構造と、近世初期に発達した石垣技術を融合し

て築かれた城郭であり、近世を通じて山全体を維持していくための工夫が残されている点

が評価され、令和５年３月に国指定史跡となりました。 

   佐伯城の三の丸は、毛利高
たか

政
ま さ

による築城時から設けられていたことは分かっています。しか

し、初期の実態は不明で、現在のような形状の曲
く る

輪
わ

となったのは、３代藩主である毛利高
たか

直
なお

の代で、寛永１４年（1637）に三の丸櫓
やぐら

門
もん

が設けられ、同じころに三の丸御殿が増築され

たと考えられます。藩主の生活や政治の場となった御殿が置かれた三の丸は、佐伯藩にお

いて重要な役割を果たしていました。 

   明治時代を迎えると、佐伯城の山頂の建築物は全て解体されたと伝わります。三の丸御殿

は、役所の庁舎や学校などとして利用されながら、少しずつ解体が進みました。、昭和４６年

（１９７１）には、最後まで残されていた玄関と御
お

広
ひろ

間
ま

・御
ご

使
し

者
し ゃ

之
の

間
ま

などが、佐伯文化会館建

設のため船頭町に移築されました。移築後は住吉御殿と呼ばれ、現在も利用されています。

三の丸に建設された佐伯文化会館は、大分県南の様々な文化芸術活動の拠点となり、令和

３年に解体された後は、その基礎が残っています。 

 

●調査の成果 

   佐伯城三の丸御殿については、江戸時代末頃の様子を描いた絵図「 三
さんの

御
おん

丸
ま る

五
ご

歩
ぶ

壱
いち

間
けん

之
の

図
ず

」（以下、「絵図」）があります。この絵図と現況の測量図を重ね、佐伯文化会館の内側と

外側に調査か所（トレンチ１、トレンチ２）を設定し、発掘調査を実施しました。（図１） 
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１）トレンチ１の成果 

トレンチ１は、佐伯文化会館の内側に 8ｍ×8ｍの規模で設定しました。三の丸御殿の御
ご

使
し

者
し ゃ

之
の

間
ま

・御
おん

入
い り

側
がわ

・御
ご

祐
ゆ う

筆
ひつ

部
べ

屋
や

の位置にあたります。また、御殿のこの部分は、のちに船頭

町に移築され、住吉御殿として現存しています。 

佐伯文化会館の基礎を一部撤去して調査を行った結果、 地中
ち ち ゅ う

梁
ばり

の内側に掘削を免れ

た部分があることが明らかとなり、ここから礫
れき

の集中を３基検出しました（写真１・２）。 

陶磁器の出土が見られなかったため、正確な時期の推測は困難ですが、これらの礫の

集中は、住吉御殿の基本的な柱間隔と同じ約２ｍの間隔をあけ、地面を掘って礫を充填し

ています。さらに、絵図に描かれる柱の位置とも概ね一致することが分かります（図２）。 

これらの柱は、本来は礎
そ

石
せ き

に乗っていたはずですが、トレンチ内では礎石や、礎石が据え

られていた当時の地表面は失われていました。今回検出した礫の集中は、御殿の御入側

や御祐筆部屋のいずれかの基礎のうち、礎石の沈下を防ぐ根
ね

固
がた

めであると考えられます。 

こうした成果から、文化会館の地下には、地中梁の内側に御殿の遺構が残されている可

能性が高いことが判明しました。 

 

２）トレンチ２の成果 

トレンチ２は、佐伯文化会館の外側に 5ｍ×10ｍの規模で設定し、さらに 2ｍ×10ｍの範

囲を拡張して調査を行いました。三の丸御殿のうち、台所や使用人の部屋がある「奥向き」

の出入口周辺にあった、受
う け

払
はらい

所
し ょ

と隣接する物置や土間、それらを囲む水路などにあたる

位置です。 

調査の結果、文化会館建設時の盛土の下から、並行した２列の直線状の石垣を検出し

ました。（写真３・４）トレンチの北西側は、建設時の掘削や配管の埋設によって壊されてし

まっていますが、絵図に描かれる水路の位置と非常に良く一致しています（図３）。また、水

路の内部や周囲の整地層からは、少数ながら１８世紀後半～１９世紀頃の陶磁器片が出

土しています。これらの点から、検出した石垣は御殿を囲む水路であると考えられます。 

さらに、平らに揃っている石垣の天
てん

端
ば

は、当時の地表面の高さを示すものです。トレンチ２

の周囲には、江戸時代終わり頃の遺構が良好に残されている可能性があります。 

    

●まとめ 

   今回の確認調査によって、佐伯文化会館の内側・外側ともに、江戸時代の三の丸御殿の遺

構が残されていることが判明しました。特に、トレンチ２の周辺では当時の地表面を含む、良

好な状態で保存されている可能性もあります。 

   今回の調査成果を受け、「史跡佐伯城跡保存活用計画」の検討においては、地下に遺構

が残されていることを前提として、それらを適切に保存し、史跡の理解のために活用するた

めの方針を検討して行く予定です。 
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図１ 三の丸確認調査トレンチ配置図（S=1/500）
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写真１ トレンチ１遺構検出状況（南東から）

写真２ 礫の集中部の断面（北西から）

地中梁のための掘削跡
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図２ トレンチ１の想定位置（上）と検出遺構（下）（S=1/80）
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写真３ トレンチ２遺構検出状況（南西から）

写真４ 水路の石組み（西から）
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図３ トレンチ２の想定位置（上）と検出遺構（下）（S=1/100）
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